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   Ｈ０１Ｍ    4/90     　　　Ｙ
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   Ｂ０１Ｊ   35/10     ３０１Ｇ
   Ｂ０１Ｊ   35/10     ３０１Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月2日(2015.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも炭素材料として酸化グラファイトを含む薄膜状粒子と、窒素元素及び／又は
遷移金属元素を含有する化合物とを湿式混合する工程１と、前記混合ペーストを噴霧乾燥
し造粒する工程２と、更に前記造粒体を熱処理した焼結体を得る工程３とを有することを
特徴とする炭素触媒の製造方法。
【請求項２】
　更に、前記焼結体を酸で洗浄及び乾燥することを特徴とする請求項１記載の炭素触媒の
製造方法。
【請求項３】
　更に、前記酸洗浄品を熱処理することを特徴とする請求項２記載の炭素触媒の製造方法
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【請求項４】
　窒素元素及び／又は遷移金属元素を含有する化合物が、フタロシアニン系化合物である
請求項１～３いずれか１項に記載の炭素触媒の製造方法。
【請求項５】
　湿式混合する工程１において、分散剤を用いることを特徴とする請求項１～４いずれか
１項に記載の炭素触媒の製造方法。
【請求項６】
　炭素元素と、窒素元素と、遷移金属元素とを含有する焼結体であって、平均粒子径が０
．５～１００μｍであり、前記炭素元素が、少なくとも酸化グラファイトを含む薄膜状粒
子を含む炭素材料由来であることを特徴とする炭素触媒。
【請求項７】
　ＢＥＴ比表面積が２０～２０００ｍ2／ｇであることを特徴とする請求項６に記載の炭
素触媒。
【請求項８】
　タップ密度が０．１～２．０ｇ／ｃｍ3であることを特徴とする請求項６または７に記
載の炭素触媒。
【請求項９】
　請求項６～８いずれか１項に記載の炭素触媒と、バインダーと、溶剤とを含有する触媒
インキ。
【請求項１０】
　請求項６～８いずれか１項に記載の炭素触媒を、固体高分子電解質膜の一方、又は双方
の面に配置させた電極触媒を有する燃料電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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